
設計・施工方法の合理化への取り組み

12



 鉄塔防錆塗装は高所での作業であり，安全に配慮しつつ高品質の塗装を行うためには当該作業に精通
した施工会社で実施する必要があるため，施工実績の豊富なグループ会社へ特命発注していますが，
以下の取り組みによりコスト削減に取り組んでいます。
 一部の鉄塔防錆塗装について競争を実施し，いずれも特命先のグループ会社の落札を確認。
 上記以外の特命発注分についても，競争発注した場合と同等の水準以下の価格で契約。
 さらに，作業の実施時期を平準化することで稼働率を向上させ，これによる固定費削減効果を発注
価格に反映。

取り組み事例：鉄塔防錆塗装の平準化

監
督
者
数
（
人
）

《鉄塔防錆塗装の価格検証結果》 《平準化調整のイメージ》

平準化前
平準化後

【平準化前】
・送電線を停止しやすい時期に作業が集中。
【平準化後】
・塗装作業の計画を当社と施工会社間で共有し，
作業実施時期を年度間・月間で調整することにより，
施工会社の稼働率が向上。

・H24~27年度にかけて，一部で競争を実施。
・いずれも特命先のグループ会社が落札。
・上記以外のグループ会社への特命発注分についても，
ターゲットプライスを活用し，競争発注した場合と同等
水準以下の価格で契約。
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 潮流ネック箇所の基幹系統整備として進めている広島東幹線一部増強工事（平成29年運転開始
予定，電圧22万Ｖ，こう長約33ｋｍ）において，設備の合理化や工法の見直しにより従来に比べ
工事費の大幅な削減を図っています。

取り組み事例：送電線工事における設計・施工方法の合理化

項目 具体的内容

鉄塔・基礎設計の
合理化

22万Ｖ鉄塔の仕様統一
による設計の合理化，実
荷重による基礎設計等

鉄塔基数の削減 長径間化による鉄塔基数
削減

鉄塔重量の軽減 鉄塔腕金の形状見直し，
鉄塔装柱の見直し等

工法の見直し 径間防護ネット工法の採
用等

新技術の採用 低風音型インバー電線の
採用等

〈工事費削減の取り組み〉

舟腕金

支持がいし 突出しロッド

径間長（平均）

370m
（従来）標準径間長

400m

（例：長径間化による鉄塔基数削減）

従来新設鉄塔

新設鉄塔

新設鉄塔

87基⇒80基（7基削減）

（例：鉄塔腕金の形状見直し）

（箱型腕金）

箱腕金 がいし

がいし
電線

（舟型腕金＋ロッド）

がいし

がいし
電線

（従来方法）
適用水平角度を超過した場合
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参考資料（流通設備の概要）
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電力系統図（送電設備：２２万Ｖ以上）

50万V送電線

水力発電所

火力・原子力発電所

22万V送電線

変電所

他社送電線

新山口
東山口

北松江

西島根

日野
智頭

東岡山

新岡山

新広島

新西広島
笠岡

井原

北尾道

黒瀬

広島

広島中央

南山口
新徳山

山口

松江

作木 岡山

新倉敷

新鳥取

（九州）

（関西）

（四国）

西播

讃岐

山崎

北九州

開閉所

隠岐

新小野田
下松

柳井

岩国

大崎

竹原

南原

俣野川

中

中国東幹線

東

新岡山幹線

新

新

新山口幹線

西島根幹線

日
野
幹
線

山
口
幹
線

広

幹
線

島

広島幹西
線

北松江幹線

国
中
幹
線

新成羽川三隅

島根原子力 島根原子力幹線

中
国
西
幹
線

送電設備 施設数
(H28.3月)

架空送電線 延長 8千km
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送電・変電設備の概要

発
電
所
等

お
客
さ
ま

鉄 塔（21千基） 遮断器（8千組） 変圧器（１千台）
発電した電気を変電所へ送電 電力の送電・停止や送電経路の切替 供給する電力の規模に適した電圧へ変換

流通設備の主要機器

（ ）は施設数（H28.3月）
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